
１． た クラ で 後援している、オロロン

ス ー ラ スプロジ クトより２

９ に開催さ るチラシを しました。

に回 いたします。

・ Ｃより会 年度 ２０～２３ １

会案内を 。

・ 川 Ｃより会 ２１２２～２１２ ２

会案内を 。

・ 別 Ｃより２ 会案内を 。

・ Ｃより会 ２５１～２５４ を 。

・国際ロータリー第２５１０地 第１、第２ ルー

プの 年分の会 を回 いたします。

　

　　　北 道議会議員　 　

　 　

　 春 々大きな ースがありました。 っ

てる方 いと いますが、 年１ １３ 、

ンドで３年 リオの しい が出なかっ

た 、３ に アジア地域に リオ根

が出さ る 通しとなりました。

　 保 関では、 を６ の地域

に分け、１９９４年には北中 地域、２０００年には

本を 地域、２００２年には ーロッ

地域に根 が出さ て、こ に続くこと

になります。 ０が１年続くと、 リオ常

本日

　「年男大いに語る№２」

　阿部　洋一・清水　　陞 会員

次週予定

　来賓卓話　 　留萌市長　高橋　定敏 様

配偶者誕生日

　１月２９日　鈴木　正枝

　２月２日　辻本　順子

Ｎｏ．２５９１

第２８回　１月２９日

会員総数 ………………４１名
出免会員 ………………８名
出免出席 ………………６名
基準会員出席 …………２２名
出席率 …………… ８０．００％

　

欠席会員 ………………０名
内メイクアップ ………０名
修正出席率 ………… 100％
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 ・・・・・・・・・・・・・・
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国のリストから 、３年続くと根 が

出さ ます。

　 から５年前の２００９年、 全体の の

分以上が ンドにいました。自国の ア

をして「 リオの根 は ンドが 後になる」

と わしめていたこの国で、根 まであと

しまで来ている事は 後の活動に を え

ることになるのではないでし うか。

　時 がかかるだ うと していたのは、

の ありますが、保 的な が

る社会の事情、 のスタッフが 地を

訪問するのが非常に しいというのがその な

でした。

　そ に して、２０１１年の１年 に ９ 人分

の リオ クチンが５００人の保 スタッフ

などの手によって さ ました。また、

リスクが い地域に住 ０００万人に なる

をは め、 で１ ０００万人を える

５ の が、さらに 回にわたって

を けました。こうして、 力を に

するとその 度がお分かりいただけると い

ます。

　 セフのアン ー・ ーク事務 長は、

「 ンドの成 は、 な状況にあって 、

リオの根 は可能だということを証 しまし

た」と っております。

　 リオ常 国は現 、 スタン、アフ

スタン、 ジ リアの３ 国となります。

ジ リア国内の一部では クチンへの不

が ら 、 クチン 率向上が課題となって

おります。 ンドの成果が い を たらす

事を期 したいとこ です。アフ スタンと

スタンに関しては、 なしにはス

タッフの活動に が い、 が まない状

況です。

　常 国の 国で が さ ている

事 、終わりの えない のため、 後の一

が まない中、 ンドの は非常に大きな

出来事だと ったので、全体の状況を め

さ ていただきました。

・ 中は大 おかけました。また、ク

ラ よりお いありがとう ざいました。

　中川会員

・ に りました。　 　清水会員

・ ビに っと りました。　 　堀会員

・１ １６ 選 事会 にクラ 協議会を開

催、 出 いただいた会員さ ありがとう

ざいました。　 森（俊）会員

　前　回　　５４２，０００円

　 　回　　２６，０００円

　

の について

　北 道議会議員　石塚　正寛 様

１　留萌港からの木材輸出戦略

　留萌港の利活用―留萌の 続的な 活動と

しては必

　・１２ １９ 、韓国への輸出が実現－ただし苫

港から

楽から産出さ た道有林のとど松の 伐

材―３０逢（１３１本）

　・この話が来たとき、 り が まっていた

ため３０逢しか集まらなかった。

　・留萌港から でバルク船を って輸出す

ることはできなかった。

　 の 今後の展望について

噛留萌港からの 木輸出を目指した

　北 道から への輸出戦略を検討する場と

して勉強会を立 上 たのは、 から２年以上

前。実は、こ は留萌港からの輸出戦略を勉強

する会。

　この勉強会は、 と道 国際 の 員、

そしてこの ー に関 のある の方々でス

タート。現 では、留萌開 部、留萌

、留萌市 所だけではなく北 道開 寒
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地土木研究所、国際ビジネスセンター、寒地港

湾技術センターといった「国際貿易の専門家」

の方々の参加により定期的に開催。

　この勉強会は、全員留萌の応援団を自認する

方々の集まり。勉強会終了後は必ず「懇親会」

を開催。さまざまな立場の方々が幅広く交流す

る楽しく魅力的な場。

　当時この勉強会では、まだ何を輸出できるか

は検討中だった。一部中国の事情に詳しい方か

ら―ペットボトル、水産加工品など一昨年中国

を訪問―中国側が何を求めているか。吉林省長

春市から木材のオファーがあった。

　その後、勉強会は「留萌港からの木材輸出」

を目的とする会に特化。

噛留萌管内の森林の現況

　国有林・道有林・民有林（市町村・企業・個

人）

　○留萌管内のとど松の状況

樹齢２０～６０年―利用可能（直径１４唖～３０唖）

－５００万逢以上、毎年３万逢生産

　○品質（Ａ・Ｂ・Ｃ材）の販路

　　Ａ材－上川北部（旭川の家具材料）

　　Ｂ材－宗谷（合板工場に移出）

　　Ｃ材－宗谷（敷材としておがくず・チップ

材）

　上川・宗谷へはトラック輸送、わずかだが留

萌港から秋田、島根に搬出。Ｂ・Ｃ材の販路拡

大が課題。

　留萌管内では非常に大量のとど松がある－利

用率が低いとど松にターゲットを絞って留萌港

からの木材輸出戦略に特化。

鞄中国への輸出に向けた課題

　１　留萌港からどこの港に向かうかー帰り荷

のないロシア船の利用が可能か。

　２　通関手続きなどはどのようになるか。

　３　代金回収などの業務はどこで行うか。

　２　薫蒸はどのように行うと許可がでるか。

　３　安定的に輸出できるだけの木材はあるの

か。

鞄韓国への輸出に向けて

　ある商社（住友林業ＦＳ）から韓国への輸出

ならハードルが低いとの話

　・商社が仲介をするーリスクがない

　・薫蒸が不要

　・材料の長さは３．６５ｍ―中国は４ｍ

　試行的に韓国への輸出の提案あり－実現

　○輸出材の材質、価格、安定的な輸出量を評

価・検証の結果、材質は全く問題がない。

　価格―９～１０，０００円程度（運賃別）―合意

の可能性。条件が整えば本格的に輸出を目

指す。まずは春に第１段の輸出に向けて動

き出す。

　将来―バルク船１艘分（２５００逢）の運搬―

年２～３回の輸出が目標。

　○韓国への輸出実績（とど松）

　　昨年から実績ありー函館港より１，９００逢

　今後の展望について

　○留萌としての検討項目

　安定的なとど松の確保―国有林・道有林・

民有林の共同出荷など。

　安定的な材質の確保―留萌管内共通の材

質選別基準の作成

　伐採地から留萌港への木材集荷体制の検

討

留萌流域森林・林業活性化協議会（会長：森

苫前町長）

留萌材の販路拡大のための実行 （ ２５～

ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ
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５年 ）

分 会：留萌材の輸出戦略が 年の ー

当 は 木の輸出で実績作り

将来は 材工場の 立・ ― 用の確保

輸出ルートの確立―ルートがあ ば は動

くー の産品の輸出

昨年６ から道議会の 員長

　６ から４回上 ―道内選出国会議員、国

土交通省北 道 を訪問

　・ 格 道路 の整 ―認可 り し

　・ 、道路 管 の

　・大 の が 務化― ２

まで

　北 道開 は ４５３ 円

自民 道 の 会長代

　 から道 の あり－協議－ の

を求める

　地域 －２ 万円の 一選

長の 量で えるお金
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　 谷（ ）リー ー　 リー ー

　　　　 会員、中川会員、関 会員、 会員、 会員、 谷（ ）会員、 川会員、

　　　　 々木会員、 会員

　 木リー ー　 リー ー

　　　　 部会員、 水会員、中出会員、 本会員、大 会員、 会員、 会員、

　　　　長谷川会員

　森（ ）リー ー　 リー ー

　　　　 田会員、 会員、行 会員、 会員、森（ ）会員、 木会員、 会員、

　　　　工 会員

　 リー ー　 部 リー ー

　　　　田中会員、 会員、 田会員、 会員、 会員、 会員、 本会員、

　　　　松村会員

　 　

１．一 会 と特別会 の一 管 に いて

２．クラ に 会して かったこと

３．現状のクラ の問題

2013～2014年度 情報集会開催


